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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 4,730,850 4,860,545 10,018,742

経常利益 (千円) 51,988 182,127 150,434

四半期(当期)純利益 (千円) 4,083 146,772 113,209

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △ 66,697 77,977 154,133

純資産額 (千円) 2,743,394 3,041,979 2,964,211

総資産額 (千円) 9,743,256 9,931,473 10,265,061

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 0.14 5.18 3.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 28.2 30.6 28.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 302,491 126,795 647,591

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 106,365 △ 75,003 △ 240,394

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 124,241 △ 304,990 △ 397,423

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,371,977 1,056,664 1,309,866

　

回次
第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △ 0.10 1.56

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな持ち直しの動きがみられましたが、欧州債

務危機や円高、新興国の成長鈍化など、景気を下押しする圧力も高まり、先行き不透明な状況が続きまし

た。

　住宅業界におきましては、住宅着工戸数が平成24年4月から8月までの累計で前年比横這いで推移し、下

期も引き続き前年並みに推移するものと予測されます。

　このような状況の下、国内の上期のＭＤＦ市場は、前年度の仮需の反動による需要の縮小が懸念されま

したが、堅調な住宅市場に支えられて、安定した状態で推移しました。

　当社ＭＤＦの生産量は、在庫を積み増したこともあり、昨年と比べ３％以上増加し、増産によるコストダ

ウン効果が顕著に現れました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は48億60百万円（前年同四半期比2.7%増）、連結営

業利益は２億15百万円（前年同四半期は、89百万円の営業利益）、連結経常利益は１億82百万円（同　51

百万円の経常利益）、連結四半期純利益は１億46百万円（同　4百万円の四半期純利益）となりました。

(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて２億62百万円減少し、43億38百万円となりました。これは主に

現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少と商品及び製品の増加によるものです。 

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて70百万円減少し、55億92百万円となりました。これは主に投資有

価証券の減少によるものです。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて３億33百万円減少し、99億

31百万円となりました。
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②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて１億66百万円減少し、47億13百万円となりました。これは主に

支払手形及び買掛金と１年内償還予定の社債の減少によるものです。 

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて２億45百万円減少し、21億76百万円となりました。これは主に社

債及び長期借入金の減少によるものです。 

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて４億11百万円減少し、68億89百万円となりました。

③純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べて77百万円増加し、30億41百万円となりました。これは主に利益剰

余金の増加とその他有価証券評価差額金、繰延ヘッジ損益の減少によるものです。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）の期末残高は、前連

結会計年度末に比べ２億53百万円減少し、10億56百万円となりました

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、１億26百万円（前連結会計年度は３億２百万円の収入）となり

ました。これは主に税金等調整前四半期純利益の増加と売上債権の減少による増加要因と、たな卸資産

の増加と割引手形の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用した資金は、75百万円（前連結会計年度は１億６百万円の支出）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって使用した資金は、３億４百万円（前連結会計年度は１億24百万円の支出）となり

ました。これは主に長期借入金の純増減額の減少と社債の償還によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費は、36百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 99,713,700

計 99,713,700

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,373,005同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 28,373,005同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 28,373 ― 2,343,871 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

兼松㈱ 東京都港区芝浦１丁目２番１号 8,670 30.55

國分哲夫 奈良県奈良市富雄川西 1,923 6.77

兼松エレクトロニクス㈱ 東京都中央区京橋２丁目17番５号 1,400 4.93

永大産業㈱ 大阪市住之江区平林南２丁目10番60 1,000 3.52

㈱池田泉州銀行 大阪市北区茶屋町18番14号 880 3.10

ホクシン取引先持株会 岸和田市木材町17番地２ 851 3.00

岡三証券㈱ 東京都中央区日本橋１丁目17番６号 632 2.22

伊藤良則 神奈川県川崎市宮前区 415 1.46

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１丁目13番２号 412 1.45

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11 375 1.32

計 ― 16,561 58.36
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 18,100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

28,329,600
283,296 ―

単元未満株式
普通株式

25,305
― ―

発行済株式総数 28,373,005― ―

総株主の議決権 ― 283,296 ―

(注) 「単元未満株式」の株式数欄には、当社所有の自己株式27株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ホクシン株式会社

岸和田市木材町17番地２ 18,100 ― 18,100 0.06

計 ― 18,100 ― 18,100 0.06

(注)  上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株（議決権２個）あ

ります。なお、当該株式数は、上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,309,866 1,056,664

受取手形及び売掛金 1,711,366 1,409,544

商品及び製品 776,052 1,015,536

仕掛品 205,768 250,937

原材料及び貯蔵品 475,046 539,262

その他 123,378 66,881

流動資産合計 4,601,478 4,338,826

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 1,169,010 1,173,902

土地 3,107,817 3,107,817

その他（純額） 654,741 640,526

有形固定資産合計 4,931,569 4,922,246

無形固定資産 8,437 11,637

投資その他の資産

投資有価証券 676,911 616,327

その他 52,764 48,535

貸倒引当金 △6,100 △6,100

投資その他の資産合計 723,576 658,762

固定資産合計 5,663,582 5,592,646

資産合計 10,265,061 9,931,473
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 2,128,273

※2
 2,022,330

短期借入金 1,000,000 1,000,000

1年内償還予定の社債 366,000 266,000

1年内返済予定の長期借入金 1,078,216 1,093,620

未払法人税等 13,620 21,802

賞与引当金 68,750 89,800

その他 224,602 219,694

流動負債合計 4,879,462 4,713,247

固定負債

社債 218,000 135,000

長期借入金 1,596,371 1,461,339

繰延税金負債 190,280 185,593

退職給付引当金 356,989 343,881

環境対策引当金 9,567 9,567

その他 50,179 40,865

固定負債合計 2,421,387 2,176,247

負債合計 7,300,850 6,889,494

純資産の部

株主資本

資本金 2,343,871 2,343,871

利益剰余金 719,493 866,266

自己株式 △2,974 △3,183

株主資本合計 3,060,390 3,206,953

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,989 △34,907

繰延ヘッジ損益 9,434 △3,464

土地再評価差額金 △126,602 △126,602

その他の包括利益累計額合計 △96,179 △164,974

純資産合計 2,964,211 3,041,979

負債純資産合計 10,265,061 9,931,473
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 4,730,850 4,860,545

売上原価 4,009,464 3,976,847

売上総利益 721,386 883,697

販売費及び一般管理費 ※1
 632,172

※1
 667,725

営業利益 89,214 215,972

営業外収益

受取利息及び配当金 7,623 8,967

その他 3,714 2,691

営業外収益合計 11,338 11,659

営業外費用

支払利息 32,981 30,632

その他 15,582 14,871

営業外費用合計 48,564 45,503

経常利益 51,988 182,127

特別損失

投資有価証券評価損 42,599 －

固定資産除却損 877 18,313

特別損失合計 43,477 18,313

税金等調整前四半期純利益 8,511 163,813

法人税、住民税及び事業税 4,427 17,040

法人税等合計 4,427 17,040

少数株主損益調整前四半期純利益 4,083 146,772

四半期純利益 4,083 146,772
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,083 146,772

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △39,952 △55,896

繰延ヘッジ損益 △30,827 △12,899

その他の包括利益合計 △70,780 △68,795

四半期包括利益 △66,697 77,977

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △66,697 77,977

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,511 163,813

減価償却費 138,349 94,262

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,437 △13,107

賞与引当金の増減額（△は減少） △200 14,950

受取利息及び受取配当金 △7,623 △8,967

支払利息 32,981 30,632

固定資産除却損 877 18,313

投資有価証券評価損益（△は益） 42,599 －

売上債権の増減額（△は増加） △590,227 667,394

たな卸資産の増減額（△は増加） 167,846 △348,868

未払消費税等の増減額（△は減少） 25,485 △31,478

仕入債務の増減額（△は減少） 134,129 △111,383

割引手形の増減額（△は減少） 336,985 △365,572

その他 40,179 47,951

小計 332,331 157,941

利息及び配当金の受取額 7,623 8,967

利息の支払額 △32,586 △32,050

法人税等の支払額 △4,878 △8,062

営業活動によるキャッシュ・フロー 302,491 126,795

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △26,536 －

有形固定資産の取得による支出 △83,688 △74,777

無形固定資産の取得による支出 － △4,195

その他 3,859 3,968

投資活動によるキャッシュ・フロー △106,365 △75,003

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 500,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △439,028 △519,628

社債の償還による支出 △183,000 △183,000

その他 △2,213 △2,362

財務活動によるキャッシュ・フロー △124,241 △304,990

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 71,884 △253,201

現金及び現金同等物の期首残高 1,300,092 1,309,866

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,371,977

※1
 1,056,664
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  手形割引高

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形割引高 1,666,009千円 1,300,437千円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、期末残高に含まれております。

　
　

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

支払手形 7,704千円 8,660千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

運賃荷役費 326,485千円 311,745千円

賞与引当金繰入額 2,629〃 28,600〃

退職給付費用 13,528〃 10,247〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 1,371,977千円 1,056,664千円

現金及び現金同等物 1,371,977千円 1,056,664千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社グループは、ＭＤＦ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

当社グループは、ＭＤＦ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14銭 5円18銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 4,083 146,772

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 4,083 146,772

普通株式の期中平均株式数(千株) 28,356 28,355

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月１日

ホ　ク　シ　ン　株　式　会　社

　取　締　役　会　御　中

　

あらた監査法人
　
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　萩森　正彦　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホク
シン株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホクシン株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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